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令和 ７年 ９月号 班回覧

   校訓｢点滴穿石｣:小さな水滴でも長い年月

   の間には､硬い石に穴をあけることができ

   る。これは､努力の継続が夢や目標の実現

   を可能にする教えを示すものです。

 あこがれの丘
※穿石は､本校ホームページでもご覧いただけます。 岩手県立雫石高等学校

１年生震災復興学習 ～山田町 山田高校の生徒の皆さんによる災害伝承ツアー～

８月１９日（火）、戸田節子

先生を講師として、２年生を

対象に金融経済セミナーを開

催しました。正しい契約やクレ

ジットカードの使用について、

働き方や社会保障について

学びました。９月には１年生

が、１２月には３年生が受講

します。

今年度も本校１年生が、山田高校主催の

「海の運動会」に平舘高校の皆さんとともに

参加させていただきました。浜辺のクリーン

作戦から始まり、ビーチドッジボール、ビーチ

フットサル、カヌー、ビーチフラッグなど、海辺

ならではの競技を通して、他校の生徒との交

流を深めることができました。潮風を感じな

がら、笑顔と歓声が絶えない一日となりまし

た。

昼食には、山田高校の皆さんがキッチン

カーで海鮮麺をふるまってくださり、心もお腹

も満たされる温かいひとときとなりました。心

より感謝申し上げます。

東日本大震災後、継続して取り組んでいる震災復興学習を、本年も８月２６日（火）に実施することができました。今回は、山田高

校の生徒の皆さんが、震災の歴史や遺構について丹念に調査し、心を込めた「災害伝承ツアー」を開催してくださいました。生徒た

ちの真摯な姿勢と丁寧な語りから、私たちは改めて震災の記憶と命の尊さに向き合うことができました。過去の悲しみを未来への

希望へとつなぐこの学びは、復興への歩みを確かに前進させる貴重な一日となりました。

２年生 金融経済セミナー

１年生海の運動会 ～山田高校・平舘高校・雫石高校～ 山田町浦の浜海水浴場

～生徒の感想～

今回の経験を通じて、チームで力を合わせることの大切さや、困難な状況でも諦めずに努力し続けることの意味を改めて感じま

した。海の上で風や波と向き合いながら競技に挑む楽しさは、普段の運動会ではなかなか味わえない特別なものでした。

～生徒の感想～ 復興学習では、山田高校の生徒さんが語り手となり、津波の被害にあった場所を案内してくれました。静かで

力強い言葉から、震災の悲しみや、それでも前に進んできた人たちの強さが伝わってきました。震災のことを忘れないため、そして

私たちに命の大切さを伝えるために、つらい経験を語り継いでいるんだと思うと、胸が熱くなりました。苦しい中から生まれた、助け

合う気持ちや支え合う心が、復興の力になったんだと深く感じました。
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８月５日（火）、雫石町社会福祉協議会様主催のもと、生活支援サポーター養成講座が本校で開催され、本校から１０名の生徒と

教職員２名が参加させていただきました。雫石町における福祉の現状と生活支援サポーターの活動について、社会福祉協議会の

職員の皆さまからご説明をいただき、また岩手県立大学社会福祉学部の本間萌先生よりご講義をいただきました。住民主体の活

動による訪問型サービスについて理解を深め、ボランティア活動におけるコミュニケーションについて学ぶことができました。今後も

学習を続け、『ちょい助』をはじめとした生活支援活動に参加し、地域へ貢献する姿勢を養っていきたいと思います。お世話いただ

いた雫石町社会福祉協議会の皆さまに感謝いたします。

郷土芸能委員会 第２３回南部よしゃれ全国大会参加 賞状伝達式

８月３日（日）に郷土芸能委員会が雫石中央公民館「野菊ホール」で開催された、第２３回南部よしゃれ全国大会に参加させたい

ただき、一般・踊りの部で全体特別賞（大会会長特別賞）を受賞することができました。８月１８日（月）に賞状伝達を行いました。

雫石町立図書館様との意見交換会 盛岡大学様/学生による図書館ボランティア

～生徒の感想～ 初めて南部よしゃれ全国大会に出場しました。踊りを覚えることは難しく感じましたが、本番もなめらかに踊る

ことができ、とても良い経験になりました。

７月２日（水）、本校図書委員の生徒が雫石町立図書館ホームページの作成に関する意見

交換会に参加させていただきました。図書館運営に携わる皆さまとの対話を通じて、情報発

信の在り方について、多くの示唆を得ることができました。また、８月６日（水）には盛岡大学

より小竹諒先生と学生５名をお迎えし、蔵書整理や図書館環境の整備について専門的な視

点から貴重なご助言をいただきました。

本校では現在、蔵書の整理をはじめ、より快適で魅力ある図書館づくりを目指して整備を進

めております。今回の連携と助言を糧に、地域や大学とのつながりを活かしながら、学びの

場としての図書館の充実を図ってまいります。

～生徒の感想～

・自分の地域でも困っている人が身近にいることを知り、困っている人を見かけたら助けられるようにしたいと思った。

・自分より年上の方との関わり方やどんな話をしたら良いかが分かった。これらのことを今後、活かしたい。

～生徒の感想～

多くの方々のご協力で図書館の整備が進んでいます。これを機に図書館の利用者が増えて欲しいと思います。


